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3. 茎枯病菌が保有するAAL毒素生合成遺伝子 (ALT) クラスターの構造および機能解析 
 茎枯病菌のCDC上に座乗するAAL毒素生合成遺伝子（ALT）クラスターを含むBACクローンを選抜
し、全シークエンス解析を完了した。その結果、毒素生合成に関与する可能性が認められる少なくと
も13のORFを見出した。これら遺伝子は、AAL毒素の構造類縁体である、Fusarium属菌由来マイコト
キシン フモニシンの生合成遺伝子FUMと高い相同性が認められた。ALTクラスター遺伝子の機能解
析を迅速かつ簡便に行うため、新規の遺伝子ターゲティングベクター作成法を含む遺伝子破壊法を開
発した。本法を用いることにより、従来法と比較して遺伝子機能解析を容易に行うことが可能となり、
これまでにALT2、ALT3、ALT8〜10およびALT13の6遺伝子の機能解析が終了した。 
